
看護のキャリアを
継続する割合が高い

文章作成能力が
高い

看護実践が根拠に
基づいている

高等学校卒業から資格取得まで
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養護教諭一種免許

看護師国家試験

保健師国家試験

助産師国家試験

高度実践看護師
・専門看護師
・ナースプラクティショナー

実 務 経 験

論理的に物事が
整理できる

自己学習力が
ある

自分の考えを持ち、
はっきりと言える

　看護系大学では、＜専門分野＞として基礎看護学、成人看護学、老年看護学、小児看護学、母性看護学、精神看護学、地域
看護学、在宅看護論といった科目を学びます。また、看護専門分野の基礎として人間の身体を理解するための解剖学や病態
生理など＜専門基礎分野＞の科目についても学びます。看護学についての学習は、教室で先生からの講義を聞くタイプの授業
だけでなく、病院や保健所などに実際に出向き、看護を実践する実習も行われます。これらの学習を通して看護職者としての
専門的知識や技術を身につけていきます。

　その一方で、看護は、人に関わる職業なので、人間や環境の理解、社会の仕組みの理解を深める科目の学習がとても重要
です。これらは＜基礎分野＞として位置づけられており、心理学、社会学、倫理学、経済学、情報科学、語学などを幅広く学びます。
この学習を通して幅広い視野での知性と感性を磨き、また、科学的思考の基盤を育みます。そして、これらの学習と看護の専門
的知識が統合される中で、生命の尊厳を尊重する倫理
観を備えた豊かな人間性が養われていきます。

　さらに大学では、これまでに学んだ知識・技術を
統合し、科学的に問題を解決する能力、倫理を含めた
総合的な判断能力、さらには研究に取り組む能力を
養うことを重視しています。そのために行われている
授業内容は、大学によって様々ですが、卒業研究や
総合実習などが工夫されています。

　また、現在多くの看護系大学には大学院が併設さ
れています。大学院では、学部教育修了後に自分の興味・
関心のある看護領域に関するより深い知識や技術を
習得したり、研究に取り組むことができます。 出典：佐藤真由美　看護管理 2003　

　　　布施淳子　　看護教育 2005

※1：保健師と助産師の養成は、大学および大学院で実施されています。　※2：医療の質の向上および国民の健康に貢献することをめざし、日本看護系大学協議会では高度実践看護師教育課程の認定を行っています。
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看護系大学で学べることって？

こんな力が身につきます

療養の場が多様化する中、地域で暮らす人
々を支えるために

 広い視野をもつ人材の養成が急務の今！




